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② 急性Tリンパ芽球性白血病(T-ALL)治療薬の開発 ① ヒトiPS細胞から造血幹細胞を分化誘導する試み 

元気な学生さん達と一緒に、新しい
医療技術の開発に挑んでいます。 
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GSKi：発生を調節するWnt
経路を活性化する化合物 
（胚の後方化を誘導） 

独自に開発したヒトiPS細胞の分化誘導プロトコール 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① ヒトiPS細胞から造血幹細胞を分化誘導する試み 

  我々は、転写因子Lhx2を用いてマウスES/iPS細胞から造血幹細胞をin 
vitro分化誘導することに成功した。しかし、ヒトiPS細胞からの血液細胞分
化は、Lhx2によって強く抑制されてしまった。Lhx2の分子改変や他の転写
因子の共導入によって、この種間の壁を突破しようと試みている。 

幹細胞プロジェクト

G-CSF



② 急性Tリンパ芽球性白血病(T-ALL)治療薬の開発 

  我々は、T-ALL細胞を死滅させる3種類の天然化合物を同定・単離した。
さらに合成展開研究によって、活性がより高い類縁体の有機合成に成功した。
現在、作用標的分子の同定とin vivo薬効評価を実施している。 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特許出願 JP2021-004230A 
Bioorg Med Chem Lett, 30: 
127837, 2021 
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我々は、ケモカインCXCL14がCpG DNAに特異的に結合し、樹状細胞へ
の取り込みを促進することを発見した。従って、CXCL14があればCpG DNA
が低濃度であってもTLR9シグナル系をフルに活性化できる。がん免疫療法へ
の応用を視野にいれて、CpG DNA-CXCL14受容体の解明に取り組んでいる。 
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③ CXCL14を利用した癌免疫アジュバントの開発
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Th1免疫応答 
EBioMed, 24: 247-256, 2017 

新しい複合体アジュバント 

J Immunol, 207：459-469, 2021



④ 幹細胞の維持に関与するDDX1の機能解明 

  我々は、RNAヘリケースDDX1が幹細胞関連遺伝子群の転写を制御するこ
とで、ES細胞の維持や大腸癌の発症に寄与していることを発見した。DDX1
は細胞のRNA代謝に重要な役割を果たしていて、その解明に挑んでいる。 

Nucl Acid Res, 49: e40, 2021
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